
● ● １ ● ● ● ＝

　 　 　 一

振厳

　
平
成
四
年
夏
の
可
ー
バ
ー
再
現
観
戦
記
②

　
台
風
十
一
号
の
影
響
で
、
つ
い
１
時
間
前
ま
で
降
り

続
い
た
雨
が
上
が
っ
た
。
午
前
九
時
を
少
し
回
っ
て
、

さ
ァ
、
い
よ
い
よ
試
合
開
始
だ
。
敵
は
優
勝
候
補
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
の
呼
び
声
高
か
っ
た
東
京
代
表
帝
京
高
校
を

下
し
た
尽
誠
学
園
尚
校
。
マ
ウ
ン
ド
に
立
つ
の
は
、
春

の
選
坊
天
会
の
覇
者
・
名
に
し
負
う
強
力
打
線
を
わ
ず

か
４
安
打
完
封
し
た
渡
辺
投
手
。
わ
が
郎
掴
爾
と
し
て

も
油
断
は
で
き
な
い
。

　
印
’
‘
四
仙
即
日
市
々
、

　
宍
對
閲
占
皿
ｔ
き
｛
９
’

１
回
表
（
能
代
）
　
池
端
、
柳
谷
、
大
塚
の
３
者
、
い

い
と
こ
ろ
な
く
凡
退
。

　
　
　
ナ
ニ
、
こ
こ
ま
で
は
敵
の
様
子
を
探
る
場
面
だ
。

　
　
　
あ
わ
て
る
ほ
ど
の
投
手
で
は
な
い
。
じ
っ
く
り

　
　
　
行
こ
う
、
と
ス
タ
ン
ド
の
観
戦
士
は
達
観
す
る
。
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司
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１
回
裏
（
尽
誠
学
園
）
　
２
番
田
中
の
シ
ョ
ー
ト
ゴ
ロ

を
、
土
崎
一
塁
へ
低
投
。
３
番
仲
村
を
レ
フ
ト
ラ
イ
ナ

ー
に
討
ち
取
っ
た
も
の
の
、
４
番
橿
原
に
セ
ン
タ
ー
前

に
痛
打
さ
れ
る
。
１
回
戦
で
好
守
を
見
せ
た
池
端
ノ
ー

バ
ウ
ン
ド
で
の
捕
球
を
狙
っ
て
か
な
わ
ず
抜
か
れ
三
塁

打
と
し
、
早
く
も
ー
点
を
先
行
さ
れ
る
。

　
　
　
晴
天
下
の
ー
回
戦
と
は
違
い
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ー

　
　
　
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
は
や
や
軟
弱
。
血
気
に
は
や

　
　
　
ら
ず
落
ち
つ
い
て
さ
ぱ
い
て
い
こ
う
。
ワ
ン
バ

　
　
　
ウ
ン
ド
で
押
さ
え
て
お
け
ば
、
シ
ン
グ
ル
ヒ
ッ

　
　
　
ト
だ
っ
た
の
だ
。
ま
ア
、
い
い
で
は
な
い
か
。

　
　
　
ま
ず
相
手
に
先
に
塩
を
贈
っ
て
お
い
て
、
最
終

　
　
　
的
に
逆
転
で
締
め
く
く
る
の
が
、
わ
が
能
代
高

　
　
　
の
極
め
て
高
等
な
常
套
作
戦
で
あ
り
、
秋
田
県

　
　
　
人
特
有
の
人
の
よ
さ
な
の
だ
。

２
回
表
３
者
凡
退
。

３
回
表
３
者
凡
退
。

　
　
　
さ
す
が
、
１
回
戦
で
強
打
蛮
吊
を
完
封
し
た
渡
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村

沢

　
　
　
辺
投
手
、
付
け
入
る
隙
を
全
く
見
せ
な
い
。
こ

　
　
　
れ
が
何
と
か
い
う
、
ど
こ
ぞ
の
元
首
相
ク
ラ
ス

　
　
　
が
相
手
な
ら
ば
、
わ
が
応
援
団
も
１
日
右
翼
団

　
　
　
体
と
な
っ
て
「
ほ
め
殺
し
」
と
い
う
手
も
考
え

　
　
　
ら
れ
る
の
だ
が
：
・
：
・
。
そ
の
よ
う
な
作
戦
に
勤

　
　
　
じ
る
よ
う
な
敵
で
は
な
い
。

歯
芯
ー
り
の
雨
哨

尽
誠
に
ａ
ａ
・
え
た
り

４
問
衷
再
び
雨
が
降
り
始
め
る
。
柳
谷
四
球
で
初
の

出
塁
。
だ
が
、
大
塚
と
の
バ
ン
ト
エ
ン
ド
ラ
ン
を
は
ず

さ
れ
、
柳
谷
二
塁
盗
旱
天
敗
で
ア
ウ
ト
。

こ
の
回
ま
で
、
毎
回
の
旦
二
振
。

い
か

に

バ

ツ

テ
ィ
ン
グ
に
白
骨
が
あ
っ
て
も
、
い
た
ず
ら
に

大
振
り
を
重
ね
る
の
は
い
か
ん
よ
、
大
振
り
は
。

な
ア
大
塚
君
。
こ
こ
で
雨
脚
が
さ
ら
に
強
く
な

る
。
雨
の
中
で
の
能
代
は
ど
う
か
。
い
ず
れ
に

し
ろ
、
正
々
堂
々
の
勝
負
で
い
こ
う
。
泥
什
吾

－７



　
　
　
は
ご
め
ん
だ
。

４
回
裏
岡
鳴
∵
二
愚
問
を
抜
く
ヒ
ッ
ト
。
浜
ロ
ス

日
ｙ
－
バ
ン
ト
を
成
功
さ
せ
て
、
走
者
二
進
。
成
田
暴
投

で
岡
鳴
三
進
。
成
田
２
球
連
続
の
暴
投
で
岡
嶋
生
還
、

追
加
点
を
許
す
。

　
　
　
や
は
り
雨
の
影
響
か
？
　
こ
こ
は
落
ち
つ
け
、

　
　
　
ナ
リ
タ
～
。
な
に
、
２
点
ぐ
ら
い
ど
う
と
い
う

　
　
　
こ
と
は
な
い
、
と
私
が
打
席
に
立
つ
わ
け
で
は

　
　
　
な
い
の
で
非
常
に
無
責
任
な
ゆ
と
り
の
論
評
。

５
回
表
加
藤
三
塁
線
を
破
る
二
塁
打
（
能
代
初
ヒ
ッ

ト
）
。
成
田
送
り
バ
ン
ト
に
失
敗
、
飛
び
出
し
た
加
諌

二
塁
で
タ
ッ
チ
ア
ウ
ト
。
依
然
３
人
ず
つ
で
終
わ
る
。

　
　
　
じ
っ
く
り
構
え
る
の
も
い
い
。
だ
が
、
限
度
が

　
　
　
あ
る
ぞ
。
向
こ
う
は
試
合
巧
者
。
な
に
し
ろ
、

　
　
　
弱
き
は
く
じ
き
強
き
に
は
戦
わ
ず
道
を
譲
る
、

　
　
　
あ
の
名
う
て
の
明
徳
義
塾
と
同
じ
四
国
の
高
校

　
　
　
な
の
だ
。
あ
の
緩
い
カ
ー
ブ
に
手
こ
ず
る
君
た

　
　
　
ち
で
は
あ
る
ま
い
。
じ
っ
く
り
ボ
ー
ル
を
見
て

　
　
　
力
強
く
た
た
け
、
と
は
監
督
の
言
う
こ
と
。
私

　
　
　
が
出
し
ゃ
ば
る
こ
と
で
は
な
い
。
そ
ろ
そ
ろ
応

　
　
　
援
犀
に
い
ら
だ
ち
の
様
相
。

６
図
表
２
死
後
、
第
１
戦
の
殊
勲
者
土
崎
が
レ
フ
ト

前
に
ヒ
ッ
ト
。
が
、
後
続
な
し
。

６
回
裏
仲
村
の
シ
ョ
ー
ト
ゴ
ロ
を
土
崎
絵
に
描
い
た

よ
う
な
ト
ン
ネ
ル
。
続
く
榎
原
前
進
守
備
の
一
二
塁
頭
上

を
ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
越
す
二
塁
打
。
岡
鴫
四
球
で
、
ノ

ー
ア
ウ
ト
満
塁
。
絶
体
絶
命
の
ピ
ン
チ
だ
。
し
か
し
、

さ
す
が
は
成
田
、
浜
口
の
初
球
ス
ク
イ
ズ
を
難
な
く
は

ず
し
、
三
本
間
に
ラ
ン
ナ
ー
を
は
さ
み
、
ま
ず
ー
難
去

っ
た
か
に
見
え
た
が
、
な
ん
と
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
加
藤
、

三
塁
に
大
悪
送
球
。
仲
村
に
続
い
て
復
原
ま
で
が
ホ
ー

ム
イ
ン
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
こ
ぞ
と
い
う
時
に
か
さ
に

か
か
っ
て
来
る
の
が
試
合
巧
者
。
２
死
後
、
馬
生
の
レ

フ
ト
線
二
塁
打
で
岡
鳴
生
還
。
５
点
の
ア
ヘ
ッ
ド
を
許

す
。

　
　
　
い
か
に
強
打
の
能
代
高
と
言
え
ど
も
５
点
の
ハ

　
　
　
ン
デ
ィ
は
き
つ
い
ゾ
。
横
綱
と
言
え
ど
も
、
十

　
　
　
両
に
寄
り
切
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
と
は
言
え
な

　
　
　
い
の
だ
。
そ
れ
が
勝
負
だ
。
そ
ろ
そ
ろ
、
こ
こ

　
　
　
Ｉ
で
一
発
、
ノ
シ
ロ
、
と
い
き
た
い
。
と
い
う

　
　
　
気
持
ち
を
察
し
て
か
、
わ
が
校
応
援
団
、
い
よ

　
　
　
い
よ
と
っ
て
お
き
の
「
東
西
南
北
」
の
演
奏
を

　
　
　
開
始
す
る
。
こ
の
演
奏
と
と
も
に
、
県
大
会
で

　
　
　
の
、
西
垣
商
戦
の
奇
跡
の
逆
転
が
始
ま
っ
た
の

　
　
　
だ
。
ブ
ル
ペ
ン
で
は
、
ま
ん
を
じ
し
て
い
た
母

　
　
　
校
期
待
の
も
う
一
人
の
エ
ー
ス
、
村
上
君
が
ピ

　
　
　
ッ
チ
ン
グ
練
習
を
始
め
る
。

　
７
Ｌ
れ
ぞ
！
と
！
の

　
ａ
４
４
ｍ
Ｗ

７
回
裏
　
１
死
後
、
田
中
の
三
塁
ゴ
ロ
を
福
岡
悪
送
球
。

ラ
ン
ナ
ー
ニ
進
。
迎
え
る
は
四
国
屈
指
の
強
打
者
仲
村
。

よ
き
敵
ご
ざ
ん
な
れ
と
成
田
、
真
っ
向
か
ら
ス
ト
レ
ー

ト
で
押
し
ま
く
る
。
敵
も
さ
る
者
、
成
田
の
剛
球
を
フ

ア
ー
ル
で
か
わ
す
。
連
続
フ
ァ
ー
ル
十
球
を
数
え
る
第

ナ
て
球
目
、
つ
い
に
セ
ン
タ
ー
前
に
ヒ
ッ
ト
を
許
す
。

田
中
生
還
の
６
点
目
。
勝
つ
も
よ
し
、
負
け
る
も
ま
た

よ
い
で
は
な
い
か
。
こ
れ
ぞ
男
と
男
の
勝
負
な
の
だ
。

空
前
絶
後
（
？
）
の
敬
遠
作
戦
を
と
っ
た
四
国
方
面
の

監
督
は
、
こ
の
力
の
対
決
を
ど
う
見
た
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
後
が
尽
き
た
か
成
田
、
榎
原
に
レ
フ
ト
線
二
塁
打

さ
れ
、
こ
の
日
始
め
て
の
自
責
点
と
な
る
追
加
点
を
許

す
。

　
　
　
連
続
十
球
の
ス
ト
レ
ー
ト
と
フ
ァ
ー
ル
の
応
酬

　
　
　
は
見
て
い
て
迫
力
が
あ
り
、
一
球
も
か
わ
そ
う

　
　
　
と
し
な
い
成
田
君
の
気
迫
は
す
ば
ら
し
か
っ
た
。

　
　
　
「
松
陵
健
児
魂
い
ま
だ
健
在
な
り
」
の
感
を
強

　
　
　
く
し
た
（
私
に
そ
ん
な
も
の
が
あ
っ
た
か
ど
う

　
　
　
か
は
、
記
憶
に
ご
ざ
い
ま
せ
ん
）
。

８
同
臭
投
手
村
上
、
成
田
は
ラ
イ
ト
に
回
る
。
村
上

持
ち
前
の
速
球
で
、
簡
単
に
３
者
凡
退
に
押
さ
え
る
。

９
回
表
土
崎
こ
の
日
２
木
目
の
ヒ
ッ
ト
を
放
ち
、
ノ

８




